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２．対象・目的・内容
北播磨清掃事務組合に搬入される家庭からのごみ重量のうち、約30％は生ごみである。
その生ごみのうち大半は水分であり

年

、その水分を減らすことで、ごみの減量につながる。
そこで、生ごみの水分を切る用具を配布する。

事 業 概 要

市民（ごみ分別説明会参加者、保健衛生推進委員、花と緑の協会員、エコネットにしわき会員、市民かんきょう大

度

事業の対象 学学生他）

（誰・何を）

・北播磨清掃事務組合に搬入される家庭からの生ごみを減らすため。
事業の目的 ・水切りを通じ、ごみに関心を持ってもらうため。

（どういう状態 ・北播磨清掃事務組合に支払っている負

　

担金の軽減のため。
にするために)

・市民に生ごみの水切り用具「水切りダイエット」を1,600個配布する。
事業の内容 ・配布者にはアンケート調査を実施。

（どういう内容

を行うのか)
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平成 算

評
説 明

新ごみ処理施設の整備に向け、「燃やすから生かす」「ごみは資源」の考えのもと、ごみの減量化及び資源化に
取り組んでいる。環境をキーワードとしたまちづくりのためにも、水切りダイエットの購入によるごみ減量化に
関わらず、様々な方策で事業を進める必要がある。

価

評 価 事業の優先度(緊急性) 3

事

事業の必要性 2 実施主体の妥当性 4

２ ポイント 直接のサービスの相手方 5 受益者負担の適切さ 2 市民ニーズの把握 3
事 業 の 継続実施

次 総合評価

業
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の
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水切りダイエットを活用したごみの減量化は、財政面、環境面において大切な取組と考える。水切りやその他の
ごみの減量化については市内で行われている行事やごみの説明会、また、広報等において啓発活動が行われてい
るが、継続実施することにより市民の方に今後も取り組んでいただけるよう積極的な啓発活動をお願いしたい。
また、水切りの取組は西脇市内だけとなっているため、今後は北播磨清掃事務組合の収集範囲の市町にも広め、
より効果的なごみの減量に取り組まれたい。

概要説明

５．事業の実績・目

書

標

指 標 名 配布個数 単　

（

位 個

説 明 や 数 式 市民に

２
兼

配布した個数
活 動

年

評

度 平成27年度 平成2

価

8年度 平成29年度 平

説

成30年度
指 標 目 標

明

値 707
実 績 値 893

書

① 経 費 （ 千 円 ） 1,1

）

09
単位当たりのコス

2

ト 1.24

指 標 名 配布

頁

機会 単　位 回

説 明 や 数 式 市民に配布した機会

９

活 動
年 度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
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指 標 名 生ごみの水切りに今後も取り組む人の割合 単　位 ％

説 明 や 数 式 使
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用者からのアンケート結果から分析
成 果

年 度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
指 標 目 標 値 90

実 績 値 92.6
① 経 費 （ 千 円 ） 1,109

単位当たりのコスト 11.98

指 標 名 生活系可燃ごみ量 単　位 トン
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説 明 や 数 式 北播磨清掃事務組合が定期収集する西脇市の生活系可燃ごみ量
成 果

年 度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
指 標 目 標 値 6,050 6,042
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実績・成果

当

ごみ分別説明会（10会場、501人）、保健衛生推進委員会総会（１回、111人）、花と緑の協会総会（1回、92人）、
エコネット西脇総会（1回、27人）、市民かんきょう大学（１回、34人）、環境課窓口（128人）。
ごみ分別説明会及び環境課窓口で配布した市民のうち、54人からアンケートの回答が寄せられた。

等 の 説 明 水切りダイエットを使う前から水切りを「いつもして

初

いた」「ときどきしていた」人の割合は88.9％。今回水切り
ダイエットを使用したことにより、「今後も水切りに取り組む」人の割合は92.6％。3.7ポイントの増。
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